
川崎市屋外広告物条例施行規則の一部を改正する規則 

川崎市屋外広告物条例施行規則（昭和４７年川崎市規則第８０号）の一部を

次のように改正する。 

別表第２第８項第１号中「除く。）」の次に「を」を加え、同項第２号エ中

「場合」の次に「（オに規定する場合を除く。）」を加え、「すべて」を「全

て」に改め、同号中キをクとし、カをキとし、オをカとし、同号エの次に次の

ように加える。 

 オ 大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号）第２条第２項に規

定する大規模小売店舗において、建築物の壁面を利用する場合の１壁面

における広告物又は掲出物件の面積は、同一壁面を利用する全ての広告

物又は掲出物件（袖看板及び添加広告板を除く。）の面積（当該壁面に

使用する色彩にマンセル値が、色相０Ｒから９．９Ｒまでの範囲であり

彩度４を超える色彩、色相０ＹＲから９．９ＹＲまでの範囲であり彩度

６を超える色彩、色相０Ｙから４．９Ｙまでの範囲であり彩度６を超え

る色彩、色相５．０Ｙから９．９Ｙまでの範囲であり彩度４を超える色

彩又はこれら以外の色相であり彩度２を超える色彩が含まれる場合は、

それらの部分の面積を含む。）（切り文字で表示するものの２分の１の

部分の面積については、当該広告物又は掲出物件の面積に算入しない。

）を合わせて、当該壁面の面積の５分の１未満かつ１００平方メートル

以下とすること。 

別表第３第１項第１３号を同項第１４号とし、同項第１２号の次に次の１号

を加える。 

（１３）電柱その他の柱類を利用する添加看板及び巻付け看板（以下「電柱等

利用広告物」という。）は、設置しないこと。 

別表第３第２項第１８号中「電柱を利用する添加看板及び巻付け看板」を「



電柱等利用広告物」に改め、同表第３項第１号中「壁面看板」の次に「（建築

物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物に平面的に表示する

広告物を含む。以下この項において同じ。）」を加え、同項第１０号及び第１

１号中「の建築物の壁面」の次に「（建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に

設ける目隠しの工作物を含む。以下この号において同じ。）」を加え、同項中

第２１号を第２２号とし、第２０号を第２１号とし、第１９号の次に次の１号

を加える。 

（２０）電柱等利用広告物は、設置しないこと。 

別表第３第４項第１号中「壁面看板」の次に「（武蔵小杉駅横須賀線口駅前

地区、グランド地区、武蔵小杉駅南口駅前地区、新丸子東３丁目北部地区、中

丸子東部地区、小杉町３丁目中央地区、小杉町３丁目東地区及び小杉町１・２

丁目地区においては、建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの

工作物に平面的に表示する広告物を含み、新丸子東３丁目南部地区のうち大規

模商業地区の区分に係る区域においては、建築物の壁面の垂直線上の上部に設

ける工作物に平面的に表示する広告物を含む。以下この項において同じ。）」

を加え、同項第５号中「０Ｙ」の次に「まで」を加え、同項第６号中「１壁面

」の次に「（建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を

含む。）」を加え、同項第８号本文中「の壁面」の次に「（武蔵小杉駅南口駅

前地区のうち東急武蔵小杉駅の区分に係る区域においては、建築物の主たる壁

面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含み、新丸子東３丁目南部地区

のうち大規模商業地区の区分に係る区域においては、建築物の壁面の垂直線上

の上部に設ける工作物を含む。以下この号において同じ。）」を加え、同項第

９号ただし書中「、武蔵小杉駅横須賀線口北地区、小杉町２丁目地区」を削り

、同項第１１号中「においては、地上から１０メートルを超え４５メートル以

下の部分の建築物の壁面」の次に「（武蔵小杉駅南口駅前地区のうち東街区及



び西街区の区分に係る区域、新丸子東３丁目北部地区、中丸子東部地区、小杉

町３丁目中央地区、小杉町３丁目東地区並びに小杉町１・２丁目地区において

は、建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含む。以

下この号において同じ。）」を加え、同項第１２号中「地上から１０メートル

以下の部分の建築物の壁面を利用する場合」を「地上から１０メートル以下の

部分の建築物の壁面（武蔵小杉駅南口駅前地区のうち東街区及び西街区の区分

に係る区域、新丸子東３丁目北部地区、中丸子東部地区、小杉町３丁目中央地

区、小杉町３丁目東地区並びに小杉町１・２丁目地区においては、建築物の主

たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含む。以下この号におい

て同じ。）を利用する場合」に改め、同項第１３号中「目隠しの工作物を」の

次に「含み、新丸子東３丁目南部地区のうち大規模商業地区の区分に係る区域

においては、建築物の壁面の垂直線上の上部に設ける工作物を」を加え、同項

第１４号ウ中「壁面（」の次に「武蔵小杉駅南口駅前地区のうち東街区及び西

街区の区分に係る区域、新丸子東３丁目北部地区、中丸子東部地区、小杉町３

丁目中央地区、小杉町３丁目東地区並びに小杉町１・２丁目地区においては、

」を加え、同号エ中「及び」を「並びに」に改め、「新丸子東３丁目南部地区

のうち」の次に「大規模商業地区及び」を加え、「出入口」を「開口部」に改

め、「壁面」の次に「（新丸子東３丁目北部地区、中丸子東部地区、小杉町３

丁目中央地区、小杉町３丁目東地区並びに小杉町１・２丁目地区においては、

建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含み、新丸子

東３丁目南部地区のうち大規模商業地区の区分に係る区域においては、建築物

の壁面の垂直線上の上部に設ける工作物を含む。）」を加え、同項第２１号イ

を次のように改める。 

 イ 新丸子東３丁目南部地区のうち大規模商業地区の区分に係る区域にお

いては、１の建築物当たり１箇所に、自己の名称、店名、又はそれに係



る商標を切り文字で表示する場合であって、次の（ア）又は（イ）のい

ずれかに該当するとき。 

（ア）建築物の壁面の垂直線上の上部に設ける工作物（目隠しの工作物又

は建築物の上端（建築物に階段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓

その他これらに類する建築物の屋上部分若しくは棟飾、防火壁の屋上

突出部分その他これらに類する屋上突出物がある場合には、その上端

）から高さ８．５メートル以下の部分に設ける工作物に限る。）を利

用して表示するとき。 

（イ）階段室、昇降機塔、物見塔その他これらに類する建築物の屋上部分

に直接表示するとき。 

別表第３第４項中第３４号を第３５号とし、同項第３３号中「及び第２７号

から第３１号まで」を「、第２７号から第３０号まで及び第３２号」に改め、

同号を同項第３４号とし、同項第３２号中「及び第２７号から前号まで」を「

、第２７号から第３０号まで及び前号」に改め、同号を同項第３３号とし、同

項中第３１号を第３２号とし、第３０号の次に次の１号を加える。 

（３１）電柱等利用広告物は、設置しないこと。 

 別表第３第５項第１号中「壁面看板」の次に「（建築物の主たる壁面の垂直

線上の上部に設ける目隠しの工作物に平面的に表示する広告物を含む。以下こ

の項において同じ。）」を加え、同項第５号本文中「の壁面」の次に「（建築

物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含む。以下この号

において同じ。）」を加え、同項第８号中「においては、地上階又はデッキ部

分に接する階の壁面」の次に「（建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設け

る目隠しの工作物を含む。以下この号において同じ。）」を加え、同項第９号

中「においては、建築物の壁面」の次に「（建築物の主たる壁面の垂直線上の

上部に設ける目隠しの工作物を含む。以下この号において同じ。）」を加え、



同項第１０号中「アからウまで」を「ア又はイ」に改め、同号ア中「Ａ地区に

おいて、」を削り、「出入口」を「開口部」に改め、「壁面」の次に「（建築

物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含む。以下この号

において同じ。）」を、「以下」の次に「のもの又は縦の長さ３メートル以下

の切り文字」を加え、同号イを次のように改める。 

  イ Ｂ地区において、建築物の壁面の上端から下方に垂直距離１０メート

ル以内の部分において、縦の長さ５メートル以下の切り文字で表示する

もの 

別表第３第５項第１０号ウを削り、同項中第２０号を第２１号とし、第１９

号の次に次の１号を加える。 

（２０）電柱等利用広告物は、設置しないこと。 

別表第３第６項第１号中「壁面看板」の次に「（建築物の主たる壁面の垂直

線上の上部に設ける目隠しの工作物に平面的に表示する広告物を含む。以下こ

の項において同じ。）」を加え、同項第８号中「１壁面」の次に「（建築物に

あっては、建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含

む。以下この号において同じ。）」を加え、同項第９号中「建築物の壁面」の

次に「（建築物の主たる壁面の垂直線上の上部に設ける目隠しの工作物を含む

。以下この号において同じ。）」を加え、同項第１９号を次のように改める。 

（１９）電柱等利用広告物は、設置しないこと。 

第１号様式（表）中 

「 

   



  」 

を 

「 

    

            」 

に改める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３１年７月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規則の規定は、この規則の施行の日以後の申請（川崎市屋外広告

物条例（昭和４６年川崎市条例第７７号）第３条第１号及び第３号に掲げる

行為に係るものに限る。）に係る広告物又は掲出物件について適用し、同日

前の申請に係る広告物又は掲出物件及び同日以後の申請（同条第２号に掲げ

る行為に係るものに限る。）に係る広告物又は掲出物件については、なお従

前の例による。 

３ 改正前の規則の規定により調製した帳票で現に残存するものについては、

当分の間、必要な箇所を訂正した上、引き続きこれを使用することができる

。 

 

 

 


